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泉
南
現
地
で
の
署
名
を
積
み
上
げ
勝
利
へ

「アスベスト惨禍を国に問う」
ぜひ、お読みください。１０５０円（税込み )

国賠訴訟の勝利めざす

５月１９日 ( 水 ) 判決へ
1月13日の署名提出、宣伝行動、2陣2次提訴

2月14日新春のつどい
 
 

新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト

国
賠
訴
訟
の
判
決
の
年
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
ご
支
援
に
対
し
て

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
判
決
か
ら
解
決
ま
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
三
年
半
の
裁
判
を
通
し

て
、
私
た
ち
が
こ
の
裁
判
を
象

徴
す
る
言
葉
と
し
て
示
し
た
、

「
国
は
知
っ
て
た
、
で
き
た
、

で
も
何
も
し
な
か
っ
た
」
が
、

か
な
り
の
説
得
力
を
も
っ
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

勝
利
判
決
を
必
ず
勝
ち
取
る

た
め
に
は
、
裁
判
長
が
判
決
文

を
書
い
て
い
る
間
、
ず
っ
と
世

論
の
力
を
示
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

何

よ

り

も

判

決

が

で

る

五

月

十

九

日

ま

で
「

公

正

判

決

三

〇

万

署

名

」

を

四
〇
万
、
四
五
万
と
集
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

勝
利
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
後

も
、
国
に
控
訴
さ
せ
な
い
、
早

期
解
決
を
め
ざ
す
運
動
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
勝
利
判
決
を
石

綿
被
害
で
苦
し
む
人
た
ち
全
員

の
救
済
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

政
権
が
代
わ
り
ま
し
た
。
民

主
党
は
、
政
策
集
「
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
二
〇
〇
九
」
の
な
か
で
、「
石

綿
新
法
の
救
済
レ
ベ
ル
を
労
災

と
同
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
」
、

「
石
綿
肺
な
ど
を
救
済
対
象
に

加
え
る
」
、
「
家
族
や
周
辺
住
民

へ
の
無
料
健
診
な
ど
を
確
立
す

る
」
、
「
時
効
期
間
が
過
ぎ
て
も

請
求
で
き
る
よ
う
に
」
、
「
当
該

企
業
が
倒
産
な
ど
の
場
合
は
国

に
よ
る
健
診
な
ど
の
制
度
」
、
そ

し
て
「
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会

の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

国
に
は
、
こ
の
実
行
を
せ
ま
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
判

決
は
参
議
院
選
挙
の
直
前
で

す
。
民
主
党
を
は
じ
め
、
各
党

派
・
会
派
国
会
議
員
の
賛
同

も
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

必
ず
勝
利
判
決
を
勝
ち
取

る
と
と
も
に
、
国
に
控
訴
さ

せ
ず
被
害
者
の
全
面
的
な
救

済
を
実
現
す
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
結
び
つ
け
て
世

論
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

す
で
に
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、

岬
町
、
泉
佐
野
市
、
泉
大
津
市
、

河
内
長
野
市
な
ど
で
、
国
に
対
し

て
泉
南
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
早

期
解
決
等
を
求
め
る
意
見
書
が
超

党
派
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
府
内
全
体
に
広
げ
て
い
く
こ

と
も
大
事
で
す
。

二
〇
一
〇
年
は
勝
利
判
決
と
早

期
解
決
の
年
、
年
明
け
早
々
か
ら
、

す
べ
て
の
こ
と
を
や
り
き
り
、
勝

利
判
決
、
早
期
解
決
に
向
け
た
大

運
動
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

二
月
十
四
日(

日)

午
後
二
時

か
ら
「
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
賠
勝

利
め
ざ
す
二
〇
一
〇
新
春
の
つ
ど

い
」
（
阪
南
市
「
尾
崎
」
駅
前
サ

ラ
ダ
ホ
ー
ル
）
を
開
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1 月 13 日、27 日、2月 10 日、24 日、
3月 10 日、24 日、4月 14 日、28 日、
5月 12 日
昼 12 時から淀屋橋と裁判所北門で宣伝行　

動を行い、そのあと署名を提出します。

署名提出予定日
12 月 24 日現在 34 万 5 千余り

午後２時から　阪南市サラダホールにて



阪
南
市
、
泉
南
市
、
岬
町
、
泉
佐
野
市
、
泉
大
津
市
、
河
内

長
野
市
の
各
議
会
で
「
早
期
解
決
の
た
め
の
政
府
へ
の
意
見
書
」
採
択

　

泉
南
市
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
九
日
の
定
例
議
会
で
、

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ
い
て
の
国
の
責
任
を
ど
う
考
え

る
か
」
と
の
質
問
に
、
向
井
市
長
は
、
以
下
の
よ
う
な

答
弁
を
し
ま
し
た
。

「
欧
米
で
は
、
早
く
に
規
制
し
て
い
た
の
に
、

わ
が
国
は
対
策
が
遅
く
、
長
年
ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
を
認
め
て
き
た
。
代
替
品
が
な
か
っ
と
い

う
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
、
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
指

摘
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
早
く
に
規
制
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
だ
。
」

　

特
に
、
泉
佐
野
市
議

会
で
「
国
に
対
し
泉
南

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
早

期
の
解
決
・
救
済
を
求

め
る
」
意
見
書
が
全
会

十
月
十
五
・
十
六
日
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し

た
岸
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
（
要
旨
）
。

　

十
月
十
五
・
十
六
日 

東
京
な
く
せ
じ
ん
肺
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に
越
尾
弁
護
士
、
澤
田
さ
ん
、
南

さ
ん
、
石
川
さ
ん
、
岸
の
五
人
で
行
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

十
二
時
日
鉄
鉱
業
本
社
前
に
集
結
、 

厳
し
い
門

で
し
た
が
、
マ
イ
ク
で
抗
議
の
声
を
響
か
せ
ま
し

た
。
二
時
か
ら
三
井
金
属
工
業
の
本
社
に
行
き
イ
タ

イ
イ
タ
イ
病
の
抗
議
を
し
ま
し
た
。
横
断
幕
を
持
っ

て
並
び
ま
し
た
が
、
会
社
は
本
当
に
冷
た
く
皆
さ
ん

嘆
い
て
い
ま
し
た
。
じ
ん
肺
の
人
で
佐
賀
県
か
ら
来

て 

和
歌
山
有
田
の
ト
ン
ネ
ル
仕
事
も
し
た
と
言
っ

て
ま
し
た
。
十
八
時
三
〇
分
か
ら
大
集
会
。
主
催
者

挨
拶
、
社
民
党
重
野
議
員
、
共
産
党
議
員
が
皆
さ
ん

の
苦
し
み
を
議
会
で
取
り
組
み
ま
す
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
香
川
県
リ
ゾ
ー
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ア
ス
ベ
ス
ト
勝
訴
の
お
礼
で
原
告
全
員
登
壇
。 

全
国
の
団
体
で
会
場
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
は
越
尾
弁
護
士
が
今
ま
で
の 

い
き
さ
つ
や
、
地
場
産
業
だ
っ
た
事
、
原
告
の
苦
し

み
を
訴
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
南
さ
ん
が
代
表
で

父
親
の
介
護
、
ト
イ
レ
の
大
変
な
事
、
ま
た
早
く
死

ん
で
と
か
、
自
分
自
身
の
身
体
限
界
、
介
護
の
事
を

訴
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

十
六
日
厚
労
省
、
環
境
省
前
宣
伝
。
私
達
は
ビ
ラ

く
ば
り
、
越
尾
弁
護
士
が
宣
伝
カ
ー
上
で
泉
南
ア
ス

ベ
ス
ト
石
綿
の
事
を
訴
え
ま
し
た
。
各
記
者
ク
ラ
ブ

行
き
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
参
議
院
会
館
へ
行

き
自
民
、
公
明
、
民
主
、
共
産
の
各
議
員
を
回
り
ま

し
た
。
先
生
方
の
力
強
い
支
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
と
。

　

と
て
も
強
行
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
足
が
棒

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
新
幹
線
も
ひ
と
つ
遅
れ
ま
し
た
が
頑

張
っ
て
来
ま
し
た
。
三
人
無
事
、
帰
宅
出
来
た
事
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全国キャラバンに参加した岸さんのレポートです

大阪府下自治体への決議要請行動で
次々に決議の採択がすすんでいます。

　

大
阪
府
下
自
治
体
へ
の
決
議
要
請
行
動
が
展
開
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
阪
南
市
、
泉
南
市
、
岬
町
、
泉
佐
野
市
、
泉
大
津
市
、

河
内
長
野
市
の
五
市
一
町
の
議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
要

請
し
て
い
る
決
議
内
容
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

当
該
自
治
体
の
石
綿
工
場

な
ど
を
事
前
調
査
し
て
、
当

市
に
も
「
〇
〇
石
綿
」
な
ど

の
工
場
が
操
業
し
埋
も
れ
た

被
害
を
含
め
て
深
刻
な
被
害

が
今
も
今
後
も
予
測
さ
れ
る
。

　

府
下
で
一
番
被
害
の
大
き

か
っ
た
泉
南
地
域
で
は
国
の

石
綿
規
制
の
遅
れ
に
よ
り
被

害
が
拡
大
し
た
と
国
家
賠
償

裁
判
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

建
物
な
ど
に
一
〇
〇
〇
万

㌧
と
も
言
わ
れ
る
残
存
石
綿

に
よ
る
被
害
を
く
い
と
め
る

た
め
に
も
被
害
救
済
に
国
が

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

要
望
す
る
。

一
致
で
可
決
し
た
こ
と
は
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
は
泉
南
市
の
大

阪
側
の
隣
で
、
人
口
一
〇
万

人
、
関
西
国
際
空
港
の
玄
関

口
で
衆
院
十
九
区
で
最
も
大

き
な
市
で
す
。
長
安
衆
院
議

員
（
民
主
）
や
松
浪
前
衆
院

議
員
（
自
民
）
の
地
元
で
す
。

泉
南
市 

向
井
市
長
の
答
弁


